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を
可
能
に
す
る
管
理
）
に
よ
っ

て
、
湖
の
水
産
資
源
の
回
復
を
図

り
、
漁
業
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
漁
獲
を
通
し
て
魚
全
体
に
含

ま
れ
る
窒
素
や
リ
ン
の
除
去
が
可

能
と
な
る
。
逆
水
門
の
柔
軟
運
用

と
併
せ
て
植
生
帯
の
復
元
が
進
め

ば
、
湖
の
生
態
系
や
水
産
資
源
の

回
復
が
確
実
に
進
む
と
確
信
す
る
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
国

土
交
通
大
臣
・
農
林
水
産
大
臣
・

茨
城
県
知
事
】

◆
永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参
政
権

の
付
与
に
反
対
す
る
意
見
書

　

外
国
人
に
参
政
権
が
付
与
さ
れ

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
国
益
が
対
立

す
る
ケ
ー
ス
で
は
我
が
国
の
国
益

が
損
な
わ
れ
、
そ
う
で
な
い
場
合

で
も
一
般
住
民
の
意
思
が
選
挙
結

果
に
正
し
く
反
映
さ
れ
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
り
、
大
変
危
険
で
あ
る
。

参
政
権
を
行
使
し
た
い
の
で
あ
る

な
ら
ば
、
日
本
国
籍
を
取
得
す
る

べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
政
府
に
お

い
て
は
、
憲
法
違
反
で
あ
る
永
住

外
国
人
へ
の
地
方
参
政
権
の
付
与

に
関
す
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
衆

議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
】

◆
保
険
業
法
の
制
度
と
運
用
を
見

直
し
、
自
主
共
済
制
度
の
保
険

業
法
の
適
用
除
外
を
求
め
る
意

見
書

　

保
険
業
法
の
改
正
の
趣
旨
は
、

「
共
済
」
の
名
を
利
用
し
て
不
特

定
多
数
の
消
費
者
に
保
険
商
品
を

販
売
し
、
消
費
者
被
害
を
も
た
ら

し
た
実
態
が
不
明
確
な
共
済
、
い

わ
ゆ
る
「
ニ
セ
共
済
」
を
規
制
す

る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
現

実
に
は
健
全
な
自
主
共
済
ま
で
一

律
に
規
制
す
る
形
と
な
り
、
結
果
、

制
度
の
廃
止
や
大
幅
な
制
度
変
更

を
迫
ら
れ
て
い
る
。
団
体
が
そ
の

構
成
員
の
「
助
け
合
い
」
を
目
的

に
、
自
主
的
に
、
そ
し
て
健
全
に

運
営
さ
れ
て
き
た
自
主
共
済
は
利

益
を
上
げ
る
保
険
業
と
は
異
な
る

こ
と
か
ら
、
自
主
共
済
制
度
を
保

険
業
法
の
適
用
か
ら
除
外
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
財

務
大
臣
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
金
融
）
・
金
融
庁
長
官
】

◆
常
陸
川
水
門
（
逆
水
門
）
の
柔

軟
運
用
を
求
め
る
意
見
書

　

霞
ヶ
浦
の
自
然
を
回
復
し
、
特

に
水
質
浄
化
と
漁
業
活
性
化
を
実

現
す
る
こ
と
は
、
全
て
の
人
が
望

ん
で
い
る
。
逆
水
門
の
柔
軟
運
用

（
湖
と
海
と
の
間
の
生
物
移
動

◆
八
ッ
場
ダ
ム
の
中
止
を
求
め
る

意
見
書

　

八
ッ
場
ダ
ム
事
業
の
中
止
は
、

茨
城
県
民
に
と
っ
て
も
大
き
な
意

義
が
あ
る
。
治
水
に
お
い
て
は
、

福
田
政
権
時
の
政
府
見
解
で
「
カ

ス
リ
ー
ン
台
風
が
再
来
し
て
も
、

そ
の
効
果
は
ゼ
ロ
」
と
さ
れ
て
お

り
、
利
水
に
あ
っ
て
は
、
受
益
者

で
あ
る
下
流
６
都
県
の
水
余
り
は

日
量
600
万
ト
ン
を
数
え
、
茨
城
県

に
お
い
て
も
余
剰
工
業
用
水
を
加

え
る
と
80
万
ト
ン
も
の
水
余
り
を

抱
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、
治
水
の

面
で
も
利
水
の
面
で
も
必
要
性
が

失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な

八
ッ
場
ダ
ム
の
中
止
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

【
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
・
国

土
交
通
大
臣
・
環
境
大
臣
・
財
務

大
臣
・
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議

長
】

土
浦
協
同
病
院
移
転
新
築

調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
（
要
旨
）

　

市
民
に
係
わ
り
の
あ
る
問
題
で

も
、
そ
れ
が
国
の
仕
事
で
あ
っ
た

り
、
県
の
仕
事
で
あ
っ
た
り
す
る

場
合
、
市
の
行
政
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、
本
市
議
会
の

意
思
と
し
て
、
国
や
県
な
ど
の
関

係
行
政
機
関
の
ほ
か
、
政
府
な
ど

に
「
意
見
書
」
を
提
出
し
て
問
題

の
積
極
的
な
解
決
を
求
め
ま
す
。

　

土
浦
協
同
病
院
は
、
土
浦
保
健

医
療
圏
さ
ら
に
は
県
全
域
を
圏
域

と
す
る
、
３
次
保
健
医
療
圏
の
双

方
を
支
え
る
中
核
病
院
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
ほ
か
、
市
民

病
院
的
性
格
を
有
す
る
大
変
重
要

な
病
院
で
あ
る
。
新
病
院
は
、
市

民
の
安
心
と
信
頼
が
確
保
で
き
る

医
療
体
制
の
構
築
は
も
と
よ
り
、

地
域
経
済
の
振
興
に
寄
与
す
る
病

院
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
今
後
、
建
設
地
が
決

定
し
た
後
は
、
病
院
の
建
設
規
模
、

施
設
内
容
等
、
全
体
像
が
検
討
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

よ
っ
て
、
当
市
議
会
と
し
て

も
、
本
市
が
目
指
す
安
心
・
安
全

で
質
の
高
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
環
境

整
備
や
地
域
医
療
推
進
の
た
め
の

支
援
、
協
力
の
在
り
方
な
ど
、
多

方
面
に
わ
た
り
継
続
的
に
調
査
研

究
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

議
員
全
員
を
委
員
と
す
る
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
閉
会
中
も
調
査

を
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

◆
土
浦
協
同
病
院
移
転
新
築
調
査

特
別
委
員
会

委 

員 

長　
　
　

松
本　

茂
男

副
委
員
長　
　
　

久
松　
　

猛

委　
　

員　
　
　

安
藤
真
理
子

　

 

〃 　
　
　
　

篠
塚　

昌
毅

　

 

〃 　
　
　
　

藤
川　

富
雄

　

 

〃 　
　
　
　

井
坂　

正
典

　
 

〃 　
　
　
　

海
老
原
一
郎

　
 

〃 　
　
　
　

吉
田
千
鶴
子

　

 
〃 　
　
　
　

荒
井　
　

武

　

 
〃 　
　
　
　

栁
澤　
　

明

　

 

〃 　
　
　
　

矢
口　
　

清

　

 

〃 　
　
　
　

盛　
　

良
雄

　

 

〃 　
　
　
　

吉
田　

博
史

　

 

〃 　
　
　
　

寺
内　
　

充

　

 

〃 　
　
　
　

小
林　

幸
子

　

 

〃 　
　
　
　

柏
村　

忠
志

　

 

〃 　
　
　
　

川
原
場
明
朗

　

 

〃 　
　
　
　

福
田　

一
夫

　

 

〃 　
　
　
　

古
沢　

喜
幸

　

 

〃 　
　
　
　

竹
内　
　

裕

　

 

〃 　
　
　
　

田
中　

涬
介

　

 

〃 　
　
　
　

内
田　

卓
男

　

 

〃 　
　
　
　

矢
口　

迪
夫

　

 

〃 　
　
　
　

川
口　

玉
留

　

 

〃 　
　
　
　

折
本　
　

明

　

 

〃 　
　
　
　

沼
田　

義
雄

　

 

〃 　
　
　
　

本
橋　

道
明


